
第
3
回
市
議
会
定
例
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　　  

第
3
回
市
議
会
定
例
会
を
９

月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
日
程

で
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
 

初
日
に
は
、
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
先
議

し
た
後
、
市
長
か
ら
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
23

議
案
に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

 

12
日
に
は
、12
名
の
議
員
が
、

有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
や
大
垣

公
園
等
基
本
構
想
策
定
事
業
及

び
大
垣
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
土
地
利
用
可
能
性
調
査
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
、
防
災

・

教
育

・
福
祉

・
産
業

・
環
境
等

に
関
し
て
市
政
全
般
に
わ
た
る

一
般
質
問
を
行
い

（
２
～
３
面

に
掲
載
）、
14
日
か
ら
21
日
に

は
各
委
員
会
に
お
い
て
付
託
議

案
の
審
査
を
慎
重
に
行
い
ま
し

た
。

　

22
日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

員
長
が
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、
市
長
提
出
議
案
21
議
案
を

可
決
・
認
定
し
、
請
願
３
件
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
、
「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の

支
援
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

定 例 会 日 程定 例 会 日 程

9 月 5日 本会議 （提案説明）

　　　12日 本会議 （一般質問）

14日 決算委員会

（一般会計 ・ 特別会計）

1５日 決算委員会

（公営企業会計 （水道））

（公営企業会計 （病院））

　　　　　　市民病院に関する委員会

1６日 建設産業委員会

２0日 教育福祉委員会

2１日 総務環境委員会

2２日 議会運営委員会

本会議

守屋多々志作　扇面芭蕉
蛤のふたみに別れ行く秋ぞ

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
庁
舎
管
理
事
業
ほ
か
42
事
業
に
お
い
て
、
原
油
・
天
然
ガ
ス
等
の

価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
燃
料
費
・
光
熱
水
費
３
億
９
5
０
０
万

円
を
計
上
。

◇
農
地
集
約
化
の
実
現
に
向
け
た
農
業
機
械
の
新
規
導
入
を
支
援

す
る
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
県
の
補
助
採

択
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
４
０
０
万
円
を
計
上
。

【
病
院
事
業
会
計
】

◇
原
油

・
天
然
ガ
ス
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
光
熱
水
費

３
億
円
を
計
上
。

【
水
道
、
公
共
下
水
道
及
び
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

の
事
業
会
計
】

◇
原
油

・
天
然
ガ
ス
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
水
道
事
業

会
計
で
９
２
０
０
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
で
１
億
３
２
０
０
万

円
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
会
計
で
８
０
０
万
円
の

動
力
費
を
、
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。

条
例
等

◇
大
垣
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

人
事
院
規
則
等
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
育
児
休
業
の
取
得
回
数

の
制
限
緩
和
等
に
伴
う
規
定
整
備
の
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◇
大
垣
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
、
有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
を
円
滑
に

導
入
す
る
た
め
、
ご
み
用
処
理
袋
の
種
類
や
取
扱
い
な
ど
、
必

要
な
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

市
民
病
院
に
お
い
て
、
高
度
な
医
療
提
供
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、
病
床
数
の
適
正
化
を
行
う
も
の
。

◇
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

大
垣
競
輪
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
改
修
に
係
る
建
築
工
事
、
衛

生
工
事
及
び
空
調
工
事
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

決
算
認
定

◇
令
和
３
年
度
大
垣
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
並
び
に
公

営
企
業
会
計
決
算
の
認
定

２
日
間
に
わ
た
り
、
決
算
委
員
会
を
開
会
し
、
部
局
ご
と
に
質

疑
及
び
慎
重
な
審
査
を
行
い
認
定
し
ま
し
た
。

意
見
書

（文
面
は
４
面
に
掲
載
）

◇
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書

「
十
万
石
ま
つ
り
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

パレードに華をそえる大垣商業高校生の演奏

大垣城鉄砲隊による火縄銃の演武気勢を上げながらみこしを担ぐ猛者達

　水都大垣の三大祭りの一つ「十万石まつり」が、１０月９日、３年ぶりに大垣市

街地の大垣駅通り一帯で開催されました。歩行者天国の道路では、午前中に市民参

加のパレードが行われ、ユニフォーム姿のスポーツ少年団等の皆さんが笑顔で行進

し、午後からは、火縄銃の演武、神社や青年団体、企業等のみこしが登場し、みこ

しを回すなどして気勢を上げ、沿道の見物客を沸かせていました。

　各少年団によるパレード

2022年11月15日① 大 垣 市 議 会 だ よ り 第93号

この議会だよりは、環境保全に配慮し、適切で持続可能な管理が行われている森林から産出された木質資源を原料にした紙を使用しています。

大垣市民の誓い
私たちは 水を生かし
緑を広げ 安全に努め
心を育て 助け合います

<インターネットURL>
大垣市議会 検索



一
般
質
問

一
般
質
問

有
料
指
定
ご
み
袋
制
度

の
導
入
に
つ
い
て

不
破　

光
司

質
問
質
問

:

有
料
指
定
ご
み
袋
制
度

の
導
入
に
あ
た
り
、
市
民
よ
り

支
援
の
継
続
と
拡
充
を
求
め
る

声
が
あ
る
が
、
生
活
弱
者
等
へ

の
対
策
に
つ
い
て
本
市
の
見
解

を
伺
う
。
な
お
、
制
度
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
周
知
説
明
会
の

開
催
等
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重

要
だ
が
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

生
活
弱
者
等
へ
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
可
燃
ご

み
処
理
券
制
度
に
お
い
て
も
紙

お
む
つ
等
を
使
用
す
る
乳
児
や

寝
た
き
り
高
齢
者
、
障
が
い
者

な
ど
に
一
定
枚
数
の
ご
み
処
理

券
を
無
料
で
配
付
し
て
お
り
、

有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
の
導
入

に
あ
た
っ
て
も
、
引
き
続
き
現

行
制
度
を
踏
ま
え
た
枚
数
の
ご

み
袋
を
無
料
で
配
付
す
る
。
ま

た
、
新
た
に
生
活
保
護
世
帯
や

中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
世
帯

に
対
し
て
も
、
世
帯
人
数
に
応

じ
て
無
料
で
配
付
す
る
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
令

和
５
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
毎

月
第
２
土
曜
日
の
午
前
中
に
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
場
し
、

可
燃
ご
み
と
資
源
ご
み
の
回
収

を
実
施
す
る
。

質
問
質
問

:

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
、
持

続
可
能
な
自
治
体
の
構
築
に
向

け
て
ご
み
の
減
量
化
は
重
要
で

あ
る
。
本
市
の
現
在
の
取
り
組

み
を
伺
う
。
中
で
も
家
庭
系
ご

み
全
体
の
25
％
を
占
め
る
生
ご

み
の
削
減
は
、
全
体
か
ら
見
て

も
効
果
が
大
き
い
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
た
い

肥
化
を
進
め
る
事
業
の
普
及
促

進
を
求
め
る
。

答
弁
答
弁

:

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
焼
却
処
理
さ
れ
て
き

た
堤
防
等
の
刈
草
等
を
た
い
肥

化
し
、
市
内
の
農
場
で
農
作
物

の
栽
培
に
活
用
し
て
い
る
。
11

月
開
催
の
め
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ
で

は
、
収
穫
し
た
野
菜
の
販
売
や

料
理
の
試
食
を
予
定
し
て
お
り
、

資
源
循
環
や
環
境
保
全
の
大
切

さ
に
つ
い
て
広
く
普
及
啓
発
を

図
る
。

　

生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ポ
ス
ト
に
よ
る
た
い
肥
化
推
進

の
た
め
、
電
気
式
や
設
置
式
の

コ
ン
ポ
ス
ト
、
バ
ッ
グ
型
の
Ｌ

Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
購
入

を
支
援
し
て
い
る
。
生
ご
み
処

理
容
器
等
購
入
事
業
補
助
金
の

利
用
件
数
は
、
８
月
末
現
在
、

前
年
度
と
比
較
し
て
１
・
７
倍

の
73
件
と
な
る
な
ど
、
今
後
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
ご

み
の
減
量
化
を
促
進
し
て
い
く
。

の
進
捗

の
進
捗

　
　
　
　

:

標
題
事
業
は
、
選
ば
れ

る
ま
ち
大
垣
の
切
り
札
と
な
る

２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

大
垣
城
ホ
ー
ル
の
改
築
計
画
は
、

老
朽
化
と
耐
震
性
の
問
題
か
ら

動
き
出
し
た
。
ま
た
、
大
垣
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土

地
利
用
調
査
を
予
算
化
し
、
地

域
活
性
化
の
可
能
性
調
査
や
基

本
構
想
の
検
討
を
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
進
捗
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

大
垣
公
園
等
基
本
構
想

策
定
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
垣

公
園
及
び
周
辺
公
共
施
設
の
現

状
把
握
と
課
題
抽
出
を
進
め
て

お
り
、
10
月
に
実
施
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
学
識
経

験
者
、
公
募
市
民
な
ど
か
ら
な

る
大
垣
公
園
等
再
整
備
基
本
構

想
市
民
検
討
委
員
会
で
、
幅
広

く
意
見
や
提
案
を
伺
っ
て
い
く
。

今
後
は
、
大
垣
城
ホ
ー
ル
の
建

て
替
え
候
補
地
や
大
垣
公
園
の

在
り
方
、
官
民
連
携
の
検
討
な

ど
同
委
員
会
の
意
見
も
踏
ま
え

て
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
る
。

大
垣
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
土
地
利
用
可
能
性
調
査
事
業

に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
や
自

然
的
条
件
等
の
現
状
把
握
、
東

海
環
状
自
動
車
道
沿
線
の
開
発

状
況
や
道
の
駅
の
事
例
調
査
な

ど
を
行
い
、
結
果
の
分
析
と
課

題
抽
出
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
進
出

規
模
等
の
条
件
を
把
握
す
る
た

め
、
事
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
機
能
や

官
民
連
携
も
視
野
に
入
れ
た
整

備
手
法
の
検
討
、
課
題
整
理
を

進
め
る
。

　
　
　
　

:

①
不
登
校
の
現
況
と
方

針
②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
利
用
増
進
③
相
談
員
の
増
員

④
教
職
員
の
研
修
の
充
実
⑤
不

登
校
オ
ン
ラ
イ
ン
の
全
小
中
学

校
の
利
用
⑥
特
例
校
の
設
置
⑦

後
追
い
調
査
と
分
析
⑧
切
れ
目

の
な
い
支
援
⑨
特
例
校
・
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
補
助
⑩
親

の
会
へ
の
事
務
局
担
当
の
教
員

の
配
置
な
ど
、
以
上
10
点
に
つ

い
て
質
問
と
提
言
を
し
ま
す
。

答
弁
答
弁

:

令
和
２
年
度
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
３
３
０
人
で
あ

っ
た
。
本
市
で
は
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
、
未
然
防
止
や
自
立
支
援
に

努
め
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
配
置
時
間
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会

に
要
望
し
て
い
く
。
中
学
校
に

各
１
人
、
小
学
校
全
体
で
13
人

配
置
す
る
ほ
ほ
え
み
相
談
員
に

つ
い
て
は
、
対
応
力
の
向
上
を

図
る
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
適
正
配
置
に
努

め
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ

い
て
は
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

不
登
校
特
例
校
の
開
設
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
通
う
児
童

生
徒
へ
の
補
助
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
よ
る
自
発
的

な
会
へ
の
教
員
配
置
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
後
追
い
調
査

と
分
析
、
高
校
等
へ
の
引
継
ぎ

に
つ
い
て
は
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

若
年
層
の
政
策
形
成
過
程
へ
の

参
画
に
つ
い
て梅

崎　

げ
ん
い
ち

質
問
質
問

:

未
来
を
担
う
子
ど
も
や

若
者
が
本
当
に
住
み
た
い
ま
ち

に
し
て
い
く
に
は
、
当
事
者
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
政
策

に
反
映
し
て
い
く
環
境
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
子

ど
も
や
若
者
の
声
を
聴
く
取
り

組
み
と
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

ま
た
、
審
議
会
委
員
に
若
者
枠

を
創
設
し
、
39
歳
以
下
１
名
以

上
の
登
用
推
進
を
図
る
よ
う
提

案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

若
者
の
意
見
を
政
策
に

反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

成
人
式
の
企
画
運
営
や
若
者
の

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
学
生
提

案
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
若
い
世
代
の
方
に
大
垣
市

総
合
計
画
審
議
会
や
大
垣
市
行

政
改
革
推
進
審
議
会
の
委
員
な

ど
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
大
垣
市
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、

若
い
世
代
を
含
む
多
く
の
方
々

の
政
策
形
成
過
程
へ
の
参
画
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、

審
議
会
委
員
選
定
に
お
け
る
若

者
枠
創
設
に
つ
い
て
は
、
年
齢

構
成
が
偏
ら
な
い
よ
う
努
め
て

い
る
が
、
よ
り
幅
広
く
意
見
聴

取
が
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い

く
。有

料
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

粥
川　

加
奈
子

質
問
質
問

:

異
常
な
物
価
上
昇
が
現

在
も
続
く
中
、
来
年
１
月
か
ら

の
ご
み
袋
有
料
化
を
１
年
延
期

さ
れ
た
い
。
延
期
で
き
な
い
と

し
て
も
、
１
年
間
だ
け
で
も
有

料
ご
み
袋
を
半
額
に
す
る
な
ど

の
支
援
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

大
型
レ
ジ
袋
を
販
売
す
る
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
提
携
し
、

持
ち
帰
っ
た
レ
ジ
袋
を
市
の
指

定
ご
み
袋
と
し
て
再
利
用
で
き

る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

答
弁
答
弁

:

国
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
物
価
高
騰
等
に
よ
り
生
活
に

困
窮
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
と

し
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
や

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
等
に
給

不
登
校
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　

岡
田　

ま
さ
あ
き

※

質
問
質
問

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行

状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
各
議
員

が
市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
た

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

近
沢　
　

正

コンポストの種類

大
垣
公
園
等
基
本
構
想
策
定
事

業
と
大
垣
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
土
地
利
用
可
能
性
調
査
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

空
　
　
英
明

※石油プラスチック代替米：プラスチックの原料となるバイオマスプラスチックの製造に使用する非食用米。石油由来のものから置き換えることで、原料の安定供給が可能となるほか、二酸化炭素の排出削減につながる。
※家庭系ごみ：家庭から出されるもえるごみ、もえないごみ、大型ごみ、有害ごみ

質
問
質
問
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付
金
を
支
給
し
て
い
る
。
本
市

で
も
、
水
道
の
基
本
料
金
を
10

か
月
間
免
除
す
る
な
ど
、
市
民

や
事
業
者
へ
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
の
無
料
可
燃

ご
み
処
理
券
が
来
年
3
月
ま
で

使
用
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
年
度
の
新
た
な
支
援
策
は
検

討
し
て
い
な
い
。
な
お
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
提
携
し
て
、

そ
れ
ら
の
店
舗
が
販
売
す
る
大

型
レ
ジ
袋
を
市
の
指
定
ご
み
袋

と
兼
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

研
究
し
て
い
く
。

質
問
質
問

:

本
市
の
水
田
は
、
そ
の

作
付
面
積
の
約
６
割
が
10
年
以

上
に
わ
た
り
主
食
用
米
を
生
産

し
て
き
た
。
そ
の
余
剰
と
な
っ

て
い
る
水
田
を
活
用
し
て
、
石

油
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
と
な

る
資
源
米
を
生
産
し
、
加
工
企

業
等
の
誘
致
を
行
い
、
農
業
と

工
業
が
連
携
し
た
本
市
の
新
た

な
産
業
振
興
を
提
案
す
る
。
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

米
の
生
産
調
整
を
図
る

た
め
、
主
食
用
米
の
生
産
指
標

に
基
づ
き
計
画
的
な
米
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。
主
食
用
米

の
作
付
は
、
本
市
の
水
田
面
積

の
約
６
割
で
、
残
り
は
飼
料
用
・

加
工
用
米
な
ど
の
非
主
食
用
米

や
麦
、
大
豆
を
は
じ
め
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
や
加
工
・
業
務
用
野
菜

な
ど
地
域
振
興
作
物
の
作
付
を

推
進
し
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、

経
営
安
定
を
図
っ
て
い
る
。
石

油
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
米
に
つ

い
て
は
、
他
の
産
業
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

質
問
質
問

:

倒
れ
た
人
が
女
性
の
場

合
は
男
性
と
比
べ
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使

わ
れ
に
く
い
と
い
う
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
傷
病
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
心

肺
蘇
生
が
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
に
三
角
巾
を
配
備

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
女
性
に
配

慮
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
操
作
す
る
人

が
た
め
ら
わ
ず
に
使
用
で
き
る

よ
う
同
様
の
取
り
組
み
を
望
む
。

　
　

:

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
1
分
遅
れ
る
ご
と

に
救
命
率
は
10
％
ず
つ
低
下
す

る
と
言
わ
れ
、
い
ち
早
い
使
用

が
救
命
率
を
上
げ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

ボ
ッ
ク
ス
へ
の
三
角
巾
の
配
備

に
つ
い
て
は
、
傷
病
者
が
女
性

で
あ
っ
た
場
合
、
三
角
巾
で
胸

部
等
を
覆
う
こ
と
で
、
ち
ゅ
う

ち
ょ
す
る
こ
と
な
く
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
三
角
巾

と
使
用
方
法
を
記
載
し
た
説
明

書
の
配
備
を
進
め
る
。
併
せ
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
使
用
方
法
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
大
垣
消
防

組
合
の
救
命
講
習
の
際
に
、
使

用
方
法
を
紹
介
し
て
い
く
。

ご
み
有
料
化
住
民
説
明
会
で
の

不
十
分
な
説
明
点
に
つ
い
て

は
ん
ざ
わ　

多
美

質
問
質
問

:

説
明
会
で
は
、
家
庭
系

ご
み
が
こ
と
さ
ら
増
え
て
い
る

説
明
を
し
て
い
る
が
、
ご
み

シ
ー
ル
廃
止
に
関
わ
る
も
え
る

ご
み
は
着
実
に
減
り
続
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
印
象
操
作
だ
。
ま
た
、

も
え
な
い
ご
み
用
袋
の
導
入
は
、

ご
み
袋
と
い
う
ご
み
が
増
え
る

結
果
、
焼
却
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
が

増
加
す
る
た
め
必
要
な
い
。
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

:

近
年
、
本
市
は
人
口
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
ご
み
の

排
出
量
は
増
加
傾
向
に
な
っ
て

お
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
的

に
令
和
5
年
1
月
か
ら
有
料
指

定
ご
み
袋
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
周
知
説
明
会
に
お
い
て
そ

の
目
的
や
出
し
方
の
変
更
点
な

ど
を
説
明
し
て
い
る
。
家
庭
系

ご
み
の
排
出
量
は
、
平
成
29
年

度
ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
は
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
代

交
代
等
に
伴
う
家
財
の
整
理
な

ど
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
も
え
な
い
ご
み
が
増
加

し
て
い
る
と
考
え
る
。
も
え
な

い
ご
み
に
有
料
指
定
ご
み
袋
を

使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

他
都
市
の
事
例
な
ど
か
ら
ご
み

の
減
量
化
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問
質
問

:

今
夏
も
記
録
的
猛
暑
が

発
生
し
た
。
世
界
の
気
候
は
危

機
的
状
況
で
あ
る
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
お
お
が
き
の
実
現

に
向
け
、
現
在
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
状
況
を
問
う
。

く
じ
で
無
作
為
に
参
加
者
を
選

ぶ
気
候
市
民
会
議
に
取
り
組
む

な
ど
、
よ
り
市
民
参
加
を
促
し

て
は
ど
う
か
。
自
治
体
の
出
資

に
よ
る
電
力
会
社
、
い
わ
ゆ
る

地
域
新
電
力
を
設
立
し
て
は
。

答
弁
答
弁

:

本
年
３
月
に
大
垣
市
地

域
再
エ
ネ
導
入
戦
略
を
策
定
し
、

２
０
５
０
年
度
に
は
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す

る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
２
０

１
８
年
度
の
排
出
量
は
２
０
１

３
年
度
と
比
べ
て
約
13
％
の
削

減
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
民
参
加
を
促
す
施
策
と
し

て
、
環
境
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
お
お
が
き

普
及
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
地
球

温
暖
化
対
策
等
を
紹
介
す
る
展

示
を
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

な
お
、
く
じ
引
き
で
参
加
者
を

選
出
す
る
市
民
会
議
等
の
設
置

は
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

　

地
域
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
公
共
施
設

等
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
の
可
能
性
等
を
調
査
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

導
入
促
進
を
図
る
。

質
問
質
問

:

学
校
施
設
は
、
児
童
生

徒
の
教
育
環
境
の
場
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
学
校
施
設
整
備
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
今
後
の
予

定
を
伺
う
。
安
井
小
学
校
の
男

女
兼
用
と
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ
、

水
は
け
の
悪
い
小
野
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
一

刻
も
早
く
改
修
を
行
う
べ
き
と

思
う
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

:

今
年
度
は
、
小
野
小
学

校
及
び
星
和
中
学
校
の
校
舎
の

外
壁
改
修
、
興
文
小
学
校
及
び

青
墓
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

修
、
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向

け
た
上
石
津
中
学
校
の
改
修
を

進
め
て
い
る
。
来
年
度
は
、
星

和
中
学
校
や
上
石
津
中
学
校
の

改
修
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

江
東
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の

改
築
や
小
野
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
改
修
を
行
う
た
め
に
、
国

の
補
助
事
業
の
採
択
を
要
望
し

て
い
く
。

　

安
井
小
学
校
南
校
舎
の
男
女

兼
用
と
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て

い
く
。

質
問
質
問

:

市
内
小
中
学
校
に
通
う

外
国
人
児
童
生
徒
は
、
令
和
３

年
ま
で
の
10
年
間
で
３
７
３
人
、

１
・
７
５
倍
に
増
加
し
、
そ
の

割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

安
定
し
た
多
文
化
共
生
社
会
を

築
く
た
め
に
も
、
小
中
学
校
時

代
に
日
本
語
の
基
礎
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
初
期
指
導
教
室
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

日
本
語
が
全
く
分
か
ら

な
い
児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力

育
成
の
た
め
、
市
独
自
で
設
置

す
る
初
期
指
導
教
室
は
約
16
週

間
で
の
学
習
を
目
標
に
し
て
お

り
、
学
習
後
に
実
施
す
る
終
了

検
査
の
習
熟
度
に
応
じ
て
、
短

縮
延
長
を
決
め
て
い
る
。
初
期

指
導
教
室
の
修
了
後
は
、
小
学

校
12
校
及
び
中
学
校
４
校
に
設

置
し
た
日
本
語
教
室
で
、
授
業

な
ど
に
必
要
な
日
本
語
能
力
を

育
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
よ
り
、
外
国
人
児
童

生
徒
等
の
学
習
や
生
活
な
ど
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
が
、
日
本
語
教
室

の
拡
充
と
教
員
の
確
保
が
課
題

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
県
教
育

委
員
会
に
要
望
し
て
い
く
。

答
弁
答
弁

答
弁
答
弁

答
弁
答
弁

※

本
市
に
お
け
る
「
石
油
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
代
替
米
」
生
産
の

推
進
に
つ
い
て

田
中　

孝
典

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
促
進
に
つ
い
て

中
田　

ゆ
み
こ

気
候
危
機
対
策
に
つ
い
て

中
田　

と
し
や

外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す

る
日
本
語
教
育
に
つ
い
て

長
谷
川　

つ
よ
し

※

※ゼロカーボンシティおおがき：２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量実質ゼロの実現に向け、市民や事業者と一体となって取り組むことを令和2年12月17日に宣言した。

※初期指導教室：日本語能力が十分でない児童生徒が、在籍学校での学習や生活をできる限り円滑に開始することができるように、必要最低限の日本語や算数、生活適応等について指導する教室

※

※

三角巾を着用した
ＡＥＤ使用方法

学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

種
田　

昌
克

イラスト教材

などを活用し、

日本語指導を

行っています。
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意見書
第 3 回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
意見書は国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、実現を要望しました。

◆一般質問の録画放映 (ケーブルテレビ）

　大垣市議会では、市民の皆さまに議会活動への理解を深めていただく

ため、各定例会（3月、6月、9月、12月）の一般質問を大垣ケーブル

テレビ（11ch）による録画で放映しています。次回の放映は、12月中旬

を予定しています。放映日については、市議会HPまたは電話（直通：

47-8073）で、お問い合わせください。

賛否が分かれた議案 議会内統一会派
議会内
統一会派

議案番号 議　案　名
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果
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議第73号
大垣市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条
例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ×

議第75号 請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ×

議第76号 請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ×

議第77号 請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ×

認第 1号 令和 3年度大垣市一般会計及び特別会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ×

請願第 1号 消費税のインボイス制度実施延期を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × ○ ○ ×

請願第 2号 消費税率を当面 5％に引下げることを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × ○ ○ ×

請願第 3号
令和 4 年 3 月に制定された「大垣市廃棄物の処理及び清掃に関
する条例の一部を改正する条例」中の不燃ごみ処理手数料を有
料とした部分について、中止することを求める請願

不採択 × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × ○ ○ ×

市議第 7号 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ○

○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。

　女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書

　 女性デジタル人材育成については、 女性の経済的自立に向けて、 また、 女性人材の成長産業
への円滑な移動支援を図る観点から極めて重要である。 政府は本年 ４ 月２６日、 「女性デジタ

ル人材育成プラン」 を取りまとめ、 就労に直結するデジタルスキルの習得や、 柔軟な働き方を
促す就労環境の整備の両面から支援し、女性のデジタル人材育成の加速化を目指すこととした。
　 我が国の国際競争力を高め、 生産性を向上させる上でも本プランの着実な遂行と実現が、 日

本の発展において不可欠であり、 デジタル化が進むことにより、 大都市一極集中による人口の
過度な偏在の緩和や、 感染症等のリスクの低減も図れるとして、 大きな期待が寄せられている
ところである。
　 そこで、 政府においては、 地方における女性デジタル人材育成の強力な推進を図るため、 次
の事項を実施するよう強く求める。

1 ． 現時点では取組事例が全国的に極めて少ない中で、 本プランの実施 ・ 遂行において、 自治

体規模に合わせた取り組みやすい参考事例を国として積極的に発信すること。
２ ． テレワークによるデジタル分野の就労は離れた地域でも可能であることから、 テレワーク可

能な企業の斡旋、 紹介については全国規模で行えるよう、 プラットフォームを形成すること。
３ ． 全国どこに住んでいても、 また、 育児や介護など時間的な制約があっても、 デジタルスキ

ルを習得してテレワークを活用しながら就労ができ、 サポートを受けながらＯＪＴ等による実践

的な経験を積むことができる機会を提供すること。
４ ． テレワークの定着 ・ 促進に向けての全国的な導入支援体制をいち早く整備すること。
５ ． 本プランの着実な遂行のための十分な予算を確保すること。

　 以上、 地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　 令和 ４ 年 ９ 月２２日
大　垣　市　議　会

令和４年第３回定例会　議案審議結果一覧
全会一致で可決・同意・認定された議案 

議案番号 議　　　案　　　名 議案番号 議　　　案　　　名 

議第62号 令和 4年度大垣市一般会計補正予算（第 3号） 議第71号 大垣市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

議第63号 令和 4年度大垣市国民健康保険事業会計補正予算（第 1号） 議第72号 大垣市手数料徴収条例の一部改正について

議第64号 令和 4年度大垣市介護保険事業会計補正予算（第 1号） 議第74号 大垣市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について

議第65号 令和 4年度大垣市駐車場事業会計補正予算（第 1号) 議第78号 損害賠償の額の決定について

議第66号 令和 4年度大垣市牧田財産区会計補正予算（第 1号） 議第79号 損害賠償の額の決定について

議第67号 令和 4年度大垣市病院事業会計補正予算（第 2号） 議第80号 令和 3年度大垣市公営企業会計未処分利益剰余金の処分について

議第68号 令和 4年度大垣市水道事業会計補正予算（第 2号） 議第81号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第69号 令和 4年度大垣市公共下水道事業会計補正予算（第 2号） 認第 2号 令和 3年度大垣市公営企業会計決算の認定について

議第70号 令和4年度大垣市特定環境保全公共下水道事業会計補正予算（第1号）

　9月22日、北小学校の6年生児童

125名が、市役所のはたらきにつ

いて学ぶため、議場を見学しまし

た。当日は、議会で行う会議の流

れについて説明を受けた後、議場

のモザイク壁画「西濃の四季」を

鑑賞しました。議員の定数や議席

順など、多くの児童が議会の仕組

みについて積極的に質問し、市政

への関心を深めました。

◆傍聴自粛のお願い

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点か

ら、引き続き、開催を予定している定例会の傍聴は、

ご遠慮いただきますようお願いします。

◆本会議 ・ 委員会会議録がご覧いただけます。

　本号に掲載された質問・答弁等の詳し

い内容については、図書館、市政情報コー

ナー、市議会ホームページなどでご覧い

ただけます。

（発行・掲載予定11月下旬） 会議録検索ＨＰ

委員長 　近  沢　  　正

副委員長 　中  田　としや

委  員　不  破　光  司

委  員　長谷川　つよし

委  員　中  田　ゆみこ

委  員　川  上　孝  浩

委  員　丸  山　新  吾

議 場 見 学

　過去の会議結果や議会だよりのバック

ナンバーなどを、 市議会ホームページ

でご覧いただけます。

大垣市議会ＨＰ

スマートフォン用

アプリ「マチイロ」

で大垣市議会だより

を配信しています。

マチイロの
ダウンロードは
こちらから

議会のＩＣＴ化に関する委員会

 効率的で迅速な議会運営、

議会の活性化、危機管理体

制の強化などを図るため、

タブレット端末や会議シス

テム等を活用しています。

　今後も更なる議会のＩＣ

Ｔ化を目指して研究してい

きます。

問合せ／大垣市議会事務局（電話：0584-47－8073）

大 垣 市 議 会 だ よ り 第93号2022年11月15 日④


